
読者プレゼント
「琉球ゴールデンキングス」の並里成選手、ジェフ・ニュー
トン選手のサイン色紙を抽選で各１人にプレゼント！
【対象者】
　市内にお住まいで、上之屋にある仮庁舎までサイン色紙を取りに来れる方。

【申し込み】
　ハガキに「○○選手のサイン色紙希望」と
明記し、名前、住所、電話番号を記入。
　締め切り：7月13日（金） ※当日消印有効
　宛先：〒900-8585　那覇市上之屋1-2-1
　　　 （那覇市秘書広報課宛）

【当選者発表】
　当選者は市民の友8月号「情報パック」で
発表（お名前と地域）します。

お問合わせ　秘書広報課☎862-9942
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７月期の国宝特別展示「琉球王国時代の夏衣裳」（6/30 ～ 8/1）開催！（那覇市歴史博物館☎869-5266）

若
狭
海
浜
公
園
内
の
岩
礁
跡
「
雪
の
崎
（
ユ
ー
チ
ヌ
サ
チ
）
跡
」
に

案
内
標
示
板
が
設
置
さ
れ
、
5
月
21
日
（
月
）、
そ
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
内
の
歴
史
的
景
観
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

市
が
行
って
い
る
事
業
で
、
今
回
で
56
基
目
の
設
置
と
な
り
ま
す
。

今
回
設
置
さ
れ
た
場
所
は
、
戦
前
、
市
内
で
も
風
光
明
美
な
場
所

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
若
狭
の
海
岸
線
の
岩
礁
跡
。
わ
ず
か
に
残
る
岩

礁
跡
の
説
明
標
示
板
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
往
時
の
景
観
を
思
い
起
こ

す
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。歴史的景観を後世に

～旧跡・地名標示板「雪の崎跡」除幕式～

　

5
月
30
日
（
水
）、
ご
み
を
減
ら
し
、
循
環
型
社
会
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
に
、「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
市
民

や
企
業
、
沖
縄
プ
ロ
レ
ス
な
ど
、
多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
に
ち
な
ん
で
行
わ
れ
、

牧
志
駅
前
ほ
し
ぞ
ら
公
民
館
で
、
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
や
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
表
彰
式
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
が
行
わ
れ
、
国
際
通
り
周

辺
の
ご
み
拾
い
を
し
ま
し
た
。

環境共生都市を目指して
～ごみゼロの日イベント～

　

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ｂ
ｊ
リ
ー
グ
２
０
１
１

－

２
０
１
２

シ
ー
ズ
ン
を
見
事
優
勝（
3
季
ぶ
り
2
回
目
）で
飾
っ
た「
琉
球
ゴ
ー
ル

デ
ン
キ
ン
グ
ス
」の
安
永
淳
一
取
締
役
、並
里
成（
な
み
ざ
と 

な
り
と
）

選
手
、ジ
ェ
フ・ニ
ュ
ー
ト
ン
選
手
ら
関
係
者
が
5
月
29
日（
火
）、市
役

所
を
訪
れ
、翁
長
市
長
に
今
シ
ー
ズ
ン
の
結
果
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
季
も
那
覇
市
民
体
育
館
で
、「
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
」

の
公
式
試
合
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
応
援
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
ゴ
ー
！
ゴ
ー
！
キ
ン
グ
ス
！！

市民のみなさん応援
ありがとうございました！
～琉球ゴールデンキングス 優勝報告～

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

｢

セ
ピ
ア
色
の
輝
き｣

〜
絵
ハ
ガ
キ
に
映
し
出
さ
れ
た
戦
前
の
沖
縄
〜

開館時間10時～ 18時（入館は17時半まで）　月曜休館
※ただし、月曜が祝日の場合は開館　☎862-3761 862-3762

致元（ちげん）と八重山古陶
　18世紀に沖縄本島から石垣島に陶器生産の技術を伝えた陶工・仲村渠致元
と致元の技術を継承し彼が石垣島を離れてからもその技術を発展させた八重
山古陶に焦点をあてた特別展を開催します。近年の研究の結果、従来他の産地
の製品として認識されていた陶器の中に、実は多くの八重山古陶が紛れ込ん
でいる可能性が高いことが判明しました。八重山古陶と思われる陶器の中か
ら、特にその特徴を顕著にしめす焼物を展示・公開いたします。
日 1階会場「致元と八重山古陶」6月30日（土）～ 8月26日（日）
　 2階会場「個人秘蔵　沖縄古陶名品展」6月30日（土）～ 8月19日（日）
　 3階会場「資料から見る八重山古陶」6月30日（土）～ 7月16日（月）
費 1．2階　一般：315円　高大生：210円　中学生以下：105円 3階　無料
主 那覇市立壺屋焼物博物館　沖縄タイムス社

学芸員と展示を見よう ～常設展ギャラリートーク～
常設展示の内容について、学芸員が展示会場で解説します。
日 7月15日（日）　　午前10時から1時間程度
費 常設展の観覧料が必要です（市内の小・中・高校生は無料）
申 不要。当日、1階受付前に集合して下さい。

開館時間10時～ 18時　
木曜休館　☎869-5266

博 館物 t op i c st op i c s
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1
8
7
9
年
の
琉
球
王
国
解
体
、沖
縄

県
設
置
に
よ
り
、近
代
日
本
の
一
県
と
な
っ

た
沖
縄
で
は
、大
型
船
が
就
航
で
き
る
よ

う
港
が
整
備
さ
れ
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

建
物
が
軒
を
並
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
本
土
と
の
交
流
が
進
む
に
つ
れ
、

王
国
時
代
の
名
残
を
と
ど
め
る
首
里
城
や
、

県
庁
所
在
地
と
し
て
政
治
･
経
済
の
中
心

と
な
っ
た
那
覇
の
街
並
み
が
記
録
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
景
観
と

と
も
に
寺
社
や
お
墓
、市
場
な
ど
沖
縄
の

伝
統
的
な
風
景
や
独
特
な
果
樹
･
農
作
物

な
ど
は
、日
本
本
土
と
は
異
な
る
歴
史
･
文

化
を
有
す
る
沖
縄
の
姿
と
し
て
多
く
の
絵

ハ
ガ
キ
に
映
し
出
さ
れ
、本
土
に
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、こ
れ
ら
の
風
景
は
、1
9
4
4

年
の
10
･
10
空
襲
や
そ
の
後
の
地
上
戦
に

よ
り
無
残
な
姿
と
な
り
、さ
ら
に
ア
メ
リ

カ
軍
の
占
領
･
統
治
に
と
も
な
う
基
地
建

設
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
変
わ

り
果
て
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
沖
縄
戦
終
結
か
ら
す
で
に
67
年

が
経
過
し
、特
に
ア
メ
リ
カ
軍
の
占
領
･
統

治
か
ら
日
本
本
土
へ
復
帰
し
て
40
年
の
節

目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。こ
の
間
の
都
市

開
発
や
生
活
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、私
た
ち
は
戦
前
の
沖
縄

の
風
景
や
当
時
の
生
活
を
思
い

起
こ
す
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
は
、約
6
0
0
点
余
り

の
絵
ハ
ガ
キ
の
中
か
ら
、那
覇
を
中
心
と

し
た
戦
前
の
沖
縄
の
風
景
･
風
俗
を
数
多

く
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、当
時
の
景
観
や
生
活
の
様

子
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

【
期　

間
】　

８
月
29
日（
水
）ま
で

【
入
館
料
】　

一
般
３
０
０
円

お盆前に開設されたサトウキビ市場


